
令和６年度福島県農業総合センター農業短期大学校学校評価表

経過・達成状況 評価 次年度の課題と改善方策

(1) 高校との連携による学生の確保 教務管理 ① 高校訪問の実施
県内の県立、私立高校全校への高校訪問を計画
的に実施する。また、高校から依頼があったガ
イダンス及び進路説明会等の行事に積極的に参
加する。次年度完成予定の新施設、寮等につい
て学校ＨＰや学校案内等で積極的にＰＲし学生
募集につなげる。
〔訪問件数〕 80校（のべ100校)以上

〔過去実績〕
○令和５年度120校（のべ181校）
○令和４年度 96校（のべ196校）
○令和３年度 76校（のべ178校）

○今年度の高校訪問は１２０校を訪問し学生募
集を行った。
（訪問者：校長 部長 教務主任）
　持参：①大学校学生募集要項
　　　　②学校要覧
　　　　③学生募集ポスター
○高校での進路説明会へ参加は23校（のべ30
校）対応した。
○今年は新たに近県の茨城県、栃木県の学校を
訪問した。

B

高校訪問及び進路ガイダンスをする中で、高校
生の減少がよくわかった。各専門学校、大学と
の取り合いになっている。会津地区は新潟から
のPRが多く、新潟へ進学する生徒が多い。相々
地区は仙台への進学が多く、磐城地区は関東へ
流れる傾向にある。県内の就農の利点などのPR
や、学校の魅力を発信していくことが大切であ
る。進学校に対しても積極的にPRする必要があ
る。

(2) 地域に開かれた大学校 教務管理 ① オープンキャンパスの開催
開催にあたっては、充実した体験内容となるよ
う工夫、改善を図る。また、６月中旬頃に開催
案内を送付し、早期の周知に努める。
〔開催数・参加者数〕3回・90名以上

〔過去実績〕
○令和５年度 3回 78名（入校者41名）
○令和４年度 3回 74名（入校者59名）
○令和３年度 3回 57名（入校者45名）

オープンキャンパスの開催については3回実施
した
7月15日(土)　30名
7月23日(日)　31名
8月 3日(木)　25名

合計78名が参加した。（2回以上参加したもの
は除く）

B

県内の高校生が多く、県外からの生徒はほとん
ど見受けられなかった。県内だけで定員を埋め
ていくことは限界であり、今後県外に向けてPR
することも必要となっている。

教務管理
各経営学科

② 学校説明、学校見学等の随時対応
学校見学や各種団体による研修の場を提供する
など、要望に応じて積極的に受入をする。

〔過去実績〕
○R5年度：農業の現状に関する講義を開講
　　　　（SSH安積高1年生30名程度）
○R5年度：入校説明会個別対応
　　　　（生徒3名、保護者4名）
○R5年度：学校見学会（白実高30名程度）
○フレッシュ農業ガイド
○ＧＡＰ視察
○岩瀬農業高校PTA研修

○磐城農業高校和牛飼育管理研修受入（生徒12
名：5/9）
○岩瀬農業高校家畜審査競技勉強会受入（生徒
6名：6/12）
○フレッシュ農業ガイド（白河実業高校30名）
○安積高校SSH研修（1年生30名）
〇独立行政法人国際協力機構（JICA）研修受入
（JICA研修生9名：11/7） B

学校PR部分としても高校との結びつきを多くす
ることは必要なことである。今後も積極的に受
け入れていきたい。

研修部
各経営学科

③ 矢吹町との連携
体験農園や研修などを受け入れ、本校教育内容
について地域住民の理解を深める取組みを行
う。
〔取組内容〕
○ＪＡ東西しらかわとの連携
○町民体験農園の受入
○公開講座の実施（卒業記念講演・家庭菜園・
趣味の草花)
○町イベント・農産物直売への出展
○町広報紙への学生生活紹介記事掲載
○幼稚園、小学生農業体験の受入
○矢吹経営懇話会との連携

○矢吹町フロンティア農園開催（８月～10月）
計６回　93名
○公開講座
　・家庭菜園、趣味の草花については、令和６
年２月２日開催。

令和６年度は町の小学校からも講師の派
遣及び小学生の農業体験の協力の依頼が
ある。行事予定をよく検討していきた
い。

【視点１】
　近年、福島県農業の復興にあわ
せ、ＧＡＰやスマート農業、有機栽
培など農業を取り巻く環境が変化
し、資金面でも修学支援制度や就農
準備資金等が要因となり、募集定員
に近い学生を確保してきた。
　しかし、若年層の大幅な減少や県
立高校改革による農業高校の統合が
進められ、入校希望者数の減少が懸
念される現状、より一層学生の確保
に向けた積極的な取組が喫緊の課題
となっている。

【視点２】
　農業の担い手を目指す学生を確保
するためには、農業高校はもちろ
ん、その他の校種との連携・接続を
強し、就農を考えている既卒者等の
入校にも十分配慮しながら、地域に
開かれた大学校づくりを推進し、あ
らゆる機会を通して本校の魅力を積
極的に情報発信し、県内で唯一の農
業が学べる専修学校であることを認
知してもらうための取組が重要と
なっている。次年度は、新しい施設
や寮が整備され、ハード面でもより
充実したものとなるので積極的なア
ピールが必要である。

〔入校生の推移〕※定員60名
　令和６年度 42名（70％）

　　水8、野15、果7、花5、畜7

　令和５年度 59名（98％）

　　水10、野16、果13、花8、畜12

　令和４年度 45名（75％）

　　水13、野15、果6、花2、畜9

　令和３年度 52名（87％）
　　水15、野13、果7、花6、畜11
　令和２年度 61名（102％）
  　水16、野15、果12、花11、畜 7
　令和元年度 53名（88％）
    水14、野14、果11、花 6、畜13
　平成30年度 56名（93％）
    水11、野14、果 9、花 8、畜 9
  平成29年度 48名（80％）
    水 9、野16、果 6、花 5、畜12
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令和６年度福島県農業総合センター農業短期大学校学校評価表

経過・達成状況 評価 次年度の課題と改善方策

(3) 機会を捉えた学校情報の発信 広報委員会
教務管理

① 学校ＨＰ等による情報発信
ＨＰ等により教育活動の状況を積極的に情報を
発信し、入校希望者の進路選択の一助となるよ
う、定期的（月２回以上）な更新と内容（行事
や講義等の様子など）の充実に努める。
〔ＨＰ更新件数〕30回以上

〔過去実績〕
　　令和５年度　25回
    令和４年度　32回
　　令和３年度　23回

必要に応じて更新しているが、魅力あるもに
なっていない。そのためHPを閲覧している学
生、保護者も少ないことが現状である。
今年度からインスタグラムによる情報発信を実
施している。

B

次年度は、学校行事計画や最近の出来事等を積
極的に情報発信していく。

広報委員会
教務管理

② 広報資料の作成
学校要覧、学校案内資料の内容の充実に努め
る、魅力ある広報資料の作成にあたる。
・学校案内チラシ
・学校案内ポスター
・学校要覧　1,000部作成
・ＰＲパンフレット作成
・新施設ＰＲチラシの作成

４月上旬に作成し、進路ガイダンスやオープン
キャンパスにて使用した。

B

学校要覧は印刷部数に対して、必要部数が大幅
に足りていない。各必要部数を整理して学校要
覧の印刷部数を増やす必要がある。
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